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仮説①：親子が安心して過ごせる場をつくる 

問い①：当事者だけでなく周囲の人も支援に参加するためにはどうしたらいいだろう 
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仮説②：町民が活躍できる場、必要とされる場をつくる 

問い②：町民の活躍を可視化するにはどうしたらいいだろう  
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仮説③：待ち時間もポジティブに過ごせる場をつくる 

問い③：空間デザインやサービスデザインに加えて、時間をデザインする方法を考えよう 
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仮説④：新しい日常（ウィズコロナ／ポストコロナ）における、人の集まる場をつくる 

問い④：新しい人の集まり方を町民とともに創造していく方法を考えよう 
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仮説⑤：家・学校・職場以外の「居場所」をつくる 

問い⑤：琴浦町らしい、家・学校・職場以外の居場所ってどんな場所だろう 
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仮説⑥：町民の「知る」を支える場をつくる 

問い⑥：「知る」を支えるための施設や地域、人、情報はどうつながっていけばよいのだろう 
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仮説⑦：琴浦町の魅力を発信する場をつくる 

問い⑦：町民協働で持続的に発信していくためにどんな空間・機能、または資料・情報が必要だろうか 
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